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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年10月13日(2011.10.13)

【公表番号】特表2008-508200(P2008-508200A)
【公表日】平成20年3月21日(2008.3.21)
【年通号数】公開・登録公報2008-011
【出願番号】特願2007-522947(P2007-522947)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 307/82     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 311/58     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/34     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 311/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/83     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 495/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 307/82    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 311/58    ＣＳＰ　
   Ｃ０９Ｋ  19/34    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/13    ５００　
   Ｃ０７Ｄ 311/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 307/83    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 495/10    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年8月24日(2011.8.24)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式Ｉの化合物：
【化１】

［式中、
　ａ、ｂ、ｃ、およびｄは、相互に独立して０または１であり、ただし、ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ
が０、１または２であり、ｅが１であり；
　Ｒ１およびＲ２は、相互に独立して、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－ＣＮ、－ＳＣＮ
、－ＮＣＳ、－ＳＦ５、炭素原子が最高１５個のアルカニル、アルコキシ、アルケニル、
またはアルキニルであり、これは、非置換、－ＣＮもしくは－ＣＦ３による一置換、また
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はＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、および／もしくはＩによる一置換もしくは多置換であり、この場合、
これらの基では１個または複数のＣＨ２基も、各々の場合相互に独立して、ヘテロ原子が
直接連結しないように－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ２－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－
、または－ＯＣＯ－Ｏ－により置換されていてもよく、または重合可能な基Ｐであり；
　Ｙ１、Ｙ２、およびＹ３は、相互に独立して、水素、ハロゲン、炭素原子１から８個の
ハロゲン化アルカニルまたはハロゲン化アルコキシであり；
　Ａ１、Ａ２、Ａ３、およびＡ４は、相互に独立して、非置換の、または、相互に独立し
て、－ＣＮ、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、Ｃ１～Ｃ６アルカニルあるいはＣ１～Ｃ６ア
ルコキシにより一置換から四置換されていてもよい１，４－フェニレン（ただしこのＣ１

～Ｃ６アルカニルは非置換、またはフッ素および／もしくは塩素により一置換または多置
換されていてもよく、このＣ１～Ｃ６アルコキシは非置換、またはフッ素および／もしく
は塩素により一置換または多置換されていてもよい）；１，４－シクロヘキシレン、１，
４－シクロヘキシニレン、または１，４－シクロヘキサジエニレンであり、ここで、－Ｃ
Ｈ２－は、相互に独立して、ヘテロ原子が直接連結しないように－Ｏ－または－Ｓ－によ
り１回または２回置換されていてもよく、非置換、または－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、および
／もしくは－Ｉにより一置換、または多置換であってもよく；
　Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３、およびＺ４は、相互に独立して、単結合、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ

２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＦ２－、－
ＣＨＦ－ＣＨＦ－、－（ＣＯ）Ｏ－、－Ｏ（ＣＯ）－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－
ＣＦ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＦ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、または－Ｃ≡Ｃ－で
あり；
　式Ｉの酸素複素環における
【化２】

は、Ｃ－Ｃ単結合であり；
　ただし前記重合可能な基Ｐは、－Ｐ’または－（スペーサー）－Ｐ’であり、
　ここでＰ’は、ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＯＯ－、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯ－、ＣＨ２＝
ＣＨ－、ＣＨ２＝ＣＨ－Ｏ－、（ＣＨ２＝ＣＨ）２ＣＨ－ＯＣＯ－、（ＣＨ２＝ＣＨ）２

ＣＨ－Ｏ－、および

【化１０１】

（Ｗ５はＨ、または炭素原子１から５個のアルカニルであり、ｋ１は０または１である。
）
から選ばれる基である］。
【請求項２】
　Ｙ２およびＹ３が水素であることを特徴とする、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｙ１が水素、Ｆ、Ｃｌ、またはＣＦ３であることを特徴とする、請求項１または２に記
載の化合物。
【請求項４】
　Ａ１、Ａ２、Ａ３、およびＡ４が、相互に独立して、
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【化５】

を含む群から選択されることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物
。
【請求項５】
　Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３、およびＺ４が、相互に独立して、単結合、－ＣＦ２Ｏ－、または－
ＯＣＦ２－であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ１は、フッ素、炭素原子１から８個のアルカニルまたはアルコキシであり；
　Ｒ２は、フッ素、炭素原子１から８個のアルカニルまたはアルコキシであることを特徴
とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項７】
　ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄが１または２であり、この場合、ａ＋ｂが０または１であり、ｃ＋ｄが
０または１であることを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項８】
　ａもｄも０であり、
　ｂは０または１であり、
　ｃは１であり、
　ｂが０である場合、Ｒ１はアルカニルまたはアルコキシであり、ｂが１である場合、Ｒ
１はＦ、アルカニルまたはアルコキシであり；
　Ｒ２はアルカニルまたはアルコキシであり；
　ｂが１である場合、Ａ２は

【化６】

であり；
　Ａ３は
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【化７】

であり；
　ｂが１である場合、Ｚ２は単結合であり；
　Ｚ３は単結合であることを特徴とする、請求項１から７のいずれか一項に記載の化合物
。
【請求項９】
　一般式ＩＩの化合物：

【化８】

［式中、
　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、Ｒ１、Ｒ２、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３、Ｚ１

、Ｚ２、Ｚ３、Ｚ４、および

【化９】

は、式Ｉで定義した通りであり；
　Ｗ１は、－ＳＲ３であり、
　Ｗ２は、－ＳＲ４であり；または
　Ｗ１およびＷ２は一緒に、＝Ｓ、もしくは－Ｓ－Ｗ３－Ｓ－であり
　ここで、
　　Ｒ３およびＲ４は、相互に独立して、炭素原子１から８個のアルカニルであり；
　　Ｗ３は、炭素原子が少なくとも２個の２価の有機基であり、
　ただし前記Ｗ３は、橋に炭素原子を２、３、４、５、または６個有するアルキレン橋で
あるか（ただし、各々の場合におけるこれらの炭素原子の最高３個が、１または２個のさ
らなるＣ１～Ｃ４アルカニル置換基を有することができ；このアルキレン橋の２個の隣接
する炭素原子が

【化１０２】

の部分であることができる）、あるいは、前記Ｗ３は、更なる置換基を有してもよいベン
ゼン環を表す。］。
【請求項１０】
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【化１０３】

　式中、ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、Ｒ１、Ｒ２、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３

、Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３、Ｚ４、および
【化１１】

は、式Ｉで定義した通りであり、Ｗ１は、－ＳＲ３であり、Ｗ２は、－ＳＲ４であり、ま
たはＷ１およびＷ２は、一緒に、＝Ｓ、もしくは－Ｓ－Ｗ３－Ｓ－であり、この場合、Ｒ
３およびＲ４は、相互に独立して、炭素原子１から８個のアルカニルであり；Ｗ３は、炭
素原子が少なくとも２個の２価の有機基である式ＩＩの化合物が、酸化剤の存在下でフッ
素放出性の化合物と反応すること、
　ただし前記Ｗ３は、橋に炭素原子を２、３、４、５、または６個有するアルキレン橋で
あるか（ただし、各々の場合におけるこれらの炭素原子の最高３個が、１または２個のさ
らなるＣ１～Ｃ４アルカニル置換基を有することができ；このアルキレン橋の２個の隣接
する炭素原子が
【化１０４】

の部分であることができる）、あるいは、前記Ｗ３は、更なる置換基を有してもよいベン
ゼン環を表す、
を特徴とする、請求項１から８のいずれか一項に記載した式Ｉの化合物を調製するための
プロセス。
【請求項１１】
　フッ素放出性の化合物が、ＨＦ、ピリジン－フッ化水素複合体、トリエチルアミン三フ
ッ化水素酸塩（Ｅｔ３Ｎ・３ＨＦ）、およびテトラブチルアンモニウムジヒドロゲントリ
フルオリドを含む群から選択され；酸化剤が、ジメチルジブロモヒダントイン（ＤＢＨ）
、Ｎ－クロロスクシンイミド（ＮＣＳ）、Ｎ－ブロモスクシンイミド（ＮＢＳ）、Ｎ－ヨ
ードスクシンイミド（ＮＩＳ）、塩素、臭素、ＳＯ２Ｃｌ２、ＳＯ２ＣｌＦ、ＮＯＢＦ４

、およびクロラミンＴを含む群から選択されることを特徴とする、請求項１０に記載のプ
ロセス。
【請求項１２】
　Ｗ１およびＷ２は、－Ｓ－Ｗ３－Ｓ－であり、Ｗ３は、請求項１０で定義した通りであ
る式ＩＩの化合物が、一般式ＩＩＩ：
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【化１２】

（式中、
　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、Ｒ１、Ｒ２、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３、Ｚ４

、および

【化１３】

は、式ＩおよびＩＩで定義した通りである）
のラクトンが、２モル当量のトリアルカニルアルミニウムと、１モル当量のＨＳ－Ｗ３－
ＳＨとの反応により得ることができる試薬と反応することにより調製されることを特徴と
する、請求項１０または１１に記載のプロセス。
【請求項１３】
　請求項１から８のいずれか一項に記載の式Ｉの化合物の、液晶媒体における使用。
【請求項１４】
　請求項１から８のいずれか一項に記載の式Ｉの化合物の少なくとも１つを含むことを特
徴とする、少なくとも２つの液晶化合物を有する液晶媒体。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の液晶媒体を含む、電気光学ディスプレイ素子。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
［式中、
　ａ、ｂ、ｃ、ｄ、およびｅは、相互に独立して０または１であり；
　Ｒ１およびＲ２は、相互に独立して、水素、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－ＣＮ、－
ＳＣＮ、－ＮＣＳ、－ＳＦ５、炭素原子が最高１５個のアルカニル、アルコキシ、アルケ
ニル、またはアルキニルであり、これは、非置換、－ＣＮもしくは－ＣＦ３による一置換
、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、および／もしくはＩによる一置換もしくは多置換であり、この
場合、これらの基では１個または複数のＣＨ２基が各々の場合相互に独立して、ヘテロ原
子（ｈｅｔｅｒｏａｔｏｍｓ）が直接連結しないように－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ２－、－
ＣＯ－、－（ＣＯ）Ｏ－、－Ｏ（ＣＯ）－、または－Ｏ（ＣＯ）Ｏ－により置換されてい
てもよく、または重合可能な基Ｐであり；
　Ｙ１、Ｙ２、およびＹ３は、相互に独立して、水素、ハロゲン、炭素原子１から８個の
ハロゲン化アルキルまたはハロゲン化アルコキシであり；
　Ａ１、Ａ２、Ａ３、およびＡ４は、相互に独立して、非置換の、または、相互に独立し
て、－ＣＮ、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、Ｃ１～Ｃ６アルカニルあるいはＣ１～Ｃ６ア
ルコキシにより一置換から四置換されていてもよい１，４－フェニレン（ただしこのＣ１

～Ｃ６アルカニルは非置換、またはフッ素および／もしくは塩素により一置換または多置
換されていてもよく、このＣ１～Ｃ６アルコキシは非置換、またはフッ素および／もしく
は塩素により一置換または多置換されていてもよい）；１，４－シクロヘキシレン、１，
４－シクロヘキシニレン、または１，４－シクロヘキサジエニレンであり、この中で、－
ＣＨ２－は、相互に独立して、ヘテロ原子が直接連結しないように－Ｏ－または－Ｓ－に
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より１回または２回置換されていてもよく、非置換、または－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、およ
び／もしくは－Ｉにより一置換、または多置換であってもよく；
　Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３、およびＺ４は、相互に独立して、単結合、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ

２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＦ２－、－
ＣＨＦ－ＣＨＦ－、－（ＣＯ）Ｏ－、－Ｏ（ＣＯ）－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－
ＣＦ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＦ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、または－Ｃ≡Ｃ－で
あり；
式Ｉの酸素複素環における
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
が単結合である場合、Ｙ２は水素またはフッ素ではなく、Ｒ２は水素、フッ素、または塩
素ではない］。
ただし本発明では特に、式Ｉ中、ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄが０、１または２であり、ｅが１であり
、Ｒ１およびＲ２はいずれも水素ではなく、「アルキル」は「アルカニル」であり、酸素
複素環における３位と４位との間の結合はＣ－Ｃ単結合であり（Ｃ＝Ｃ二重結合ではない
）、重合可能な基Ｐは請求項１に記載されるとおりの－Ｐ’または－（スペーサー）－Ｐ
’である。以下、これ以外の場合について言及することもあるが、それは参考用である。
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